


Werner Vogels
CTO,  
Amazon.com



Project Cycles Years Hours

Project Life Spans Decades Months

Project Frequencies 101-102 106

Investment Decision Cycles Mythical Person Months Impulse

Implementation Scale Enterprise Global

Decision Process Orderly Centralized Chaotic Individualized

Enterprise Internet
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150,000人  
１日あたりの利用者数



宿泊客の総数
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Sep 2008 Mar 2009 Sep 2013Sep 2009 Mar 2013Sep 2012Mar 2012Sep 2011Mar 2011Mar 2010 Sep 2010

2014年6月 
1500万人

1年で1000万人以上増加
宿泊客の総数

3M

Mar 2014 Jun 2014
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なぜAWSなのか?



運用チームは 
たった５人

AWSのおかげで経営資源とマインド
シェアをコアビジネスに集中できます。

“
”



エンタープライズにもスピードが必要





新しいリソースモデルの原動力
不確実性の増加 

豊富な製品 

競争の激化 

購買力の増大 

ロイヤリティの低下 

限られた資源



Uncertainty
不確実性



不確実性への対処

オンデマンドでのリソースの取得 

不要になったリソースの解放 

使った分だけの支払い 

他社のコアコンピテンシーの活用 

固定費を変動費に

?







私たちは、短期の利益やウォール街の反応よりも、  
長期に市場でのリーダーシップをとり続けることを 
考えた投資の意思決定をこれからも継続します。



私たちは、プログラムや投資の有効性を解析的に測定し、許容可能なリターンを
生まないものを破棄し、最もうまくワークするものへの投資を強化し続けます。 
うまく行く場合も、行かない場合もあるでしょうが、どちらにしても価値ある学
びが得られるでしょう。



地球上で  
最もお客様を大事にする  

企業



お客様を大事にする 
 

Listen (耳を傾ける)  
Invent (発明する) 

Personalize (パーソナライズ)



変わらないものは何か？



お客様の体験 
 

Selection (品揃え) 
Low Prices (低価格) 

Convenience (利便性)



Build Fly-wheels
(サイクルを構築する)



AWSの価格に対する考え方

AWSの 
利用率の 
増加

インフラの 
増強

規模の経済

インフラ 
コストの低下

料金 
値下げ

利用者の 
増加

2006年以降 

44回の 
料金値下げ

インフラの 
イノベーション

エコシステム 
世界規模 
新しい機能 
新しいサービス



お客様を起点として考える

プレスリリース 

FAQ 
ユーザーイテレーション 

ユーザードキュメンテーション 

開発ドキュメント



If you want to increase 
innovation, you have to 
lower the cost of failure.

“
Joi Ito 
Director MIT Media Lab

”
(イノベーションを増やしたいなら、 
失敗のコストを下げなければならない。)



栄藤 稔 様
株式会社NTTドコモ 
執行役員



AWS re:Invent 2013
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要求

設計
実装

試験
運用・保守

2010



Cloud 2.0 な設計とは？

①「Design for failure」「共有責任モデル」を使いこなす。!
②クラウドに多くの機能を求めない。As Isで使う。依存しない。!
③ハードを意識しない。ソフトで調整する。!
④小さく作って大きく伸ばす（伸ばせる）ようにする。!
⑤従来より「設計」に時間とコストをかける。!
⑥従来の常識やルールから一度離れ、何が本質かを考える。

Cloud 1.0 Cloud 2.0
＃

＃

＃

＃



今
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要求

設計

実装試験

運用・保守

2014



AWSの利用スパイラル

Not 
Using

AWS

Dive to AWS

Analyze, Study, 
Discuss

Deploy, 
Verify, 


Use, Use, 
Use!

Analyze, 
Study,


 Discuss

Data, Result, Record, 
New Service/Function

Improvement



Dive to AWS  (2012)

Dive to AWS  (2014)

ミッションクリティカルシステム

Webサービスシステム

業務系システム



© 2013  NTT DOCOMO, INC. All rights reserved.

RedShiftを利用したデータ分析基盤

36

Data

o業務系システム（分析）での利用検討を開始 

DOCOMO  
DATA CENTER
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Infrastructure

Foundation 
Services

Regions Availability Zones

Storage

(Object, Block and Archive) NetworkingSecurity & 

Access Control

Platform 
Services

Deployment & Management

Containers

Dev/ops Tools

Resource 
Templates

Usage 
Tracking

Monitoring 
and Logs

Compute

(VMs, Auto-scaling and Load Balancing)

App Services

Queuing

Orchestration

App streaming

Transcoding

Email

Search

Databases

Relational

NoSQL

Caching

Analytics

Hadoop

Real-time

Data 
warehouse

Data 
Workflows

CDN and Points of Presence



小さな、自律したチーム  
ロードマップの所有権  

独立したローンチスケジュール

迅速にお客様の手に 
コア機能をご提供

“2つのピザで足りる” 
小さなチーム

動作の安定性  
ハイスケール  

限定された初期の機能セット

お客様のフィードバックに基づき改善

効果的な 
コラボレーション

+ =



加速する 
イノベーションのペース

2008 2009 2010 2011

Amazon EBS
Amazon EC2

Amazon SNS

AWS Identity  !& Access  !Management

AWS Import !& Export

Amazon  !CloudWatch

Amazon EMR

Amazon RDS

Amazon VPC

Auto Scaling

Elastic Load   Balancing

Amazon  !ElastiCache
Amazon SES

AWS  !CloudFormation

AWS Direct  !Connect

AWS Elastic  !Beanstalk

GovCloud

Amazon SWF

Amazon Route 53

Amazon Redshift

Amazon Glacier

Amazon  !Dynamo DB

Amazon  !CloudSearch

Amazon EC2

AWS Storage !Gateway

Amazon  !CloudTrail

Amazon  !CloudHSM

Amazon  !WorkSpaces

Amazon Kinesis

Amazon Elastic !Transcoder

Amazon  !AppStream

AWS OpsWorks

AWS Data  !Pipeline

+24

+48

+61
+82

+159
+280

20132012



T2 インスタンス
一貫したベースライン性能とCPUコアの性能を 

フルに発揮するバースト機能
1時間あたり$0.013 / 1ヶ月あたり$9.50



一貫した性能と最大3,000 IOPSまでのバースト機能

SSD backed - EC2の新しいデフォルト

EBS General Purpose (SSD)



インフラとアプリのメトリックと 
レポートに同じツールを使える

自動ログ収集と監視

例外処理や通知も可能

小さなフットプリントデーモンを 
インストールし、全てのログを監視

Logs for CloudWatch



AWS CloudTrail 
東京リージョンで利用可能に

ユーザー アクション 時間

Taro Created 1:30pm

Hanako Deleted 2:40pm

Jiro Created 3:30pm

EC2 Redshift

IAM

RDS VPC

お客様が 
APIを 

コールする…

成長し続け 
世界中に広がる 
サービスを対象に…

CloudTrailは 
APIコールを 

記録し続けます…

そして、お客様に 
ログファイルを 
配信します



Amazon Kinesis 
東京リージョンで利用可能に

101010101010101010101010101010

1010101011010101001010101110000

10101010
1010101010101010101010100101

101010101010101010101010101010 Today



すでにAmazon Kinesisを 
ご利用いただいている日本のお客様



幅広く、深いサービスは、現実世界の 
あらゆる規模、形体の本番ワークロードにとって 

必需品です。



髙野 清 様
株式会社エイチ・アイ・エス 
執行役員 本社 情報システム本部 本部長
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AWS Summit
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グローバル戦略におけるクラウド活用のポイント

執行役員 
本社 情報システム本部 本部長　髙野 清
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AWS Summit
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名称 株式会社エイチ・アイ・エス（東証1部：会社コード 9603） 

登録番号 観光庁長官登録旅行業第724号

資本金 6,882百万円（平成25年10月31日現在）

設立 昭和55年（1980年）12月19日

本社 〒163-6029 東京都新宿区西新宿6-8-1 新宿オークタワー29階

売上高 4,794億円（平成25年10月期連結業績）

従業員数 11,776名（グループ全体　平成25年10月31日現在）

加盟・認可団体 日本旅行業協会（JATA）、国際航空運送協会（IATA）

主な関連会社

旅行事業 テーマパーク事業 ホテル事業 その他事業
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世界56カ国、117都市、171拠点、国内298店鋪の海外ネットワーク※

※2014年6月末現在

●
ヨハネスブルグ

Johannesburg

2014/06/28 プノンペン支店（AEONグランドフロア大型店）
2014/06/23 インドネシア マカッサル支店
2014/06/16 BTSビクトリーモニュメント店（バンコク12店舗目）

直近 
ＯＰＥＮ
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AWS Summit
Tokyo 2014　海外大型店

◆ バンコク （タイ） 
◆ ホーチミン（ベトナム） 
◆ ジャカルタ（インドネシア） 
◆ 香港 
◆ プノンペン（カンボジア）

東南アジアを中心に!
海外大型店を展開

ローカルマーケットを意識したアウトバウンド支店を拡大中
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BANGKOK：On nut

BANGKOK：Amarin Plaza

INDONESIA：Darmawangsa

INDONESIA：Bandung

タイ、インドネシアでの!
多店舗展開

BANGKOK：National Stadium
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Ｗｅｂ、アプリ、ＴＶ－ＣＭ、交通、リアルイベントなどで!
訪日を積極的にプロモーション
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急速なグローバル展開に対応するための選択
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AWS Summit
Tokyo 2014グローバル展開におけるIT基盤の課題

Cost 
!
● 高額な初期費用 
● データセンターの維持・管理費 
● 定期的なリプレース（平均５年に１回） 
● メンテナンスコスト 

Speed 
!
● ハードウェアの調達の時間 
● ビジネス展開の速度についていけない 
● 変化に対応しきれない 

Capacity 
!
● 通常は暇（リソースがあまりすぎ） 
● 繁盛期は遅い・動かない（リソース不足） 
● 足りなくなるストレージ 

Human Resource 
!
● 世界中の各拠点別に要員採用、 
　　配置を行うことは現実的ではない 

安価で柔軟性がありスピードと変化に対応できる!
グローバルでビジネスを支えるIT基盤が必要

オンプレミス環境の課題
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安価

柔軟性

スピード

変化に対応

グローバル

高額な初期投資が不要な従量課金

リソースの増減が自由自在 
綿密なサイジングが不要に

利用開始・終了・変更が即時に可能 
新しいことにすぐにチャレンジできる

ベンダーに依存せず自社主導で対応可能

要員の場所を問わない 
世界各地９ヶ所のリージョンが利用可能
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AWS Summit
Tokyo 2014これまでの取り組み ～ AWSに合うサービスは何かを考える  

AWS Direct Connect 接続

小規模システムでの利用

ECサイトでの利用

◆ AWS Direct ConnectによるデータセンターとAWSの専用線接続 
!
　　これにより、低レイテンシで安定した高速な通信ができるようになり、 
　　データセンターとAWS間で高度な社内システムとの連携が可能となる

◆ 社内システムとの連携が不要な小さなシステムを中心に 
     AWSの利用を開始 
◆ 各種システム間連携をどのように行うかを検討

◆ データセンターにあるオンプレミス環境との高度な連携を行う 
◆ ベンダーに依存せず、自社主導による構築 
◆ リソースの増減が自由にできるため、綿密なサイジングが不要 
◆ Multi-AZによる冗長構成の実現

FY2012

FY2013

FY2014

EC2

VPC

Direct Connect

ELB

Route 53

IAM

CloudWatch利用例）画像管理システム、小規模WEBサイト

利用例）HIS-Vacation （オプショナルツアー、レンタカー等）
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AWS Summit
Tokyo 2014今後の取り組み（予定） ～ まずはAWSから検討する

海外拠点システム

新規システム・老朽化システムのリプレース

IT部門の完全グローバル化

◆ 各拠点別にデータセンターやサーバ機器が不要 
◆ 管理とリソースの集中

◆ ハードウェア購入にかかる高額な初期コストが不要 
◆ 各種サービスの活用により、ライセンス費用や 
　　ミドルウェア等の維持管理費の削減 

◆ 管理者のロケーションが自由。拠点は日本でなくても良い。 
◆ 24時間365日、世界のどこかでIT部門が稼働していて 
　　全世界のシステムの管理を行う。 

FY2014

FY2015

FY20XX

国際DR
◆ マルチリージョンを活用した国際DRを予定

S3

RDS

ElastiCache

Glacier

Redshift

FY2016

利用例）訪日旅行者向けスマートフォンアプリ基盤

CloudFront
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ご清聴ありがとうございました。





AWS is Everywhere

ユースケース スタートアップ

エンタープライズ

パブリックセクター

アプリケーション

パッケージ

モバイル



モバイルアプリケーション on AWS



第64回NHK紅白歌合戦

・
・
・
・
・

Region

AZ

Delivery Server

Delivery Server

Controller

Route53

User

Smart Phone

Operator

CloudFormationZabbix

Amazon S3

WebSocket

node.js

Browser

SNS

CloudWatch

DynamoDB

AMI

Snapshot IAM
AWS Management  

Console

System 
Administrator
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Amazon Cognito
完全マネージド型のユーザーIDとデータ同期サービス

セキュリティユーザーID 同期

+ +



Amazon  
Cognito

Amazon  
Mobile Analytics

Amazon  
Mobile SDK

SNS  
プッシュ通知

Hi!

AWS モバイルサービス



高速: 1時間以内にデータを取得

MAU、DAU、セッション、  
リテンションの自動レポート

カスタムアプリイベントを  
設計および追跡

Amazonはデータを利用・売却しない

Amazon Mobile Analytics	



Amazon  
Cognito

Amazon  
Mobile Analytics

Amazon  
Mobile SDK

SNS
プッシュ通知

Kinesis Recorder DynamoDB OM S3 Transfer ManagerSQS Connector SES Connector

Hi!

AWS モバイルサービス
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Amazon  
Cognito

Amazon  
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Amazon  
Mobile SDK
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プッシュ通知

Hi!

AWS Mobile Services



aws.amazon.com/mobile

今すぐご利用いただけます
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デスクトップ仮想化の約束を実現

今までで最も成功したプレビュー

インフラと管理ツール

エンドユーザーのデスクトップと 
モバイルアプリ

Amazon WorkSpaces



AWSが解決する 
次の企業ITの課題は何か？



ドキュメント共有とコラボレーションは、 
今日の企業の課題です。



セキュア

低コスト

最小限の管理オーバーヘッド

強力な管理統制

IT部門に聞いてみると・・・



どこからでもドキュメントにアクセス可能

これ以上パスワードを増やしたくない

より速く、より簡単にフィードバックしたい

ドキュメントのバージョン管理に時間をかけたくない

エンドユーザーに聞いてみると・・・



Amazon Zocalo
企業向けの完全マネージド型でセキュアな 
ドキュメントストレージと共有サービス



セキュア

簡単に共有 シンプルなドキュメントへ
のフィードバック機能

あらゆるデバイスから 
アクセス可能

企業ディレクトリ 
との統合

低コスト

Amazon Zocalo



1ユーザー月額 5ドルで 
200GBのストレージを 

利用可能 
!

30日の無料トライアル

Zocaloの料金と利用

料金 限定プレビューとして 
ご利用可能 

!

aws.amazon.com/zocalo

http://aws.amazon.com/zocalo


AWS is Everywhere

ユースケース スタートアップ

エンタープライズ

パブリックセクター

アプリケーション

パッケージ

モバイル



金融セクター on AWS



松本 大 様
マネックスグループ株式会社 
代表執行役社長CEO



Monex Group @ AWS Summit Tokyo 2014

Oki Matsumoto
Monex Group

Chairman & CEO



Monex Group @ AWS Summit Tokyo 2014

We’re Monex Group!
「世界の個人投資家に機関投資家水準の金融サービスを提供する」 

最先端の金融IT技術を用いてグローバル取引プラットフォームを開発し、  
グループ拠点間のシナジーを活かして、差別化された商品・サービスを個人投資家に提供することを通じて、  

収益および利益を拡大し、企業価値を増大させることを目指します



Monex Group @ AWS Summit Tokyo 2014

Our Global Vision

Global


markets

Financial 
Services



Universal


platform

“inhouse"



Monex Group @ AWS Summit Tokyo 2014

Agile


Mindset

Cloud


Computing

Smart



Devices

In-houseAPI

Key Trends in the Digital World





Monex Group @ AWS Summit Tokyo 2014

US Equities 
Tradestation

JP Equities 
Tradestation

2012 2015

Monex Global, Inhouse Platform



Monex 
Insight

2013



Monex Group @ AWS Summit Tokyo 2014

Speed

“Pay 
as you go”



industry


standard

Scale-upGlobal

Monex and the Cloud



Innovate



Monex Group @ AWS Summit Tokyo 2014

Monex Insight

Pieter Franken 
CTO

Monex Securities

Jonathan Keith 
Development Manager

Tradestation

3:20pm — Monex Insight on AWS (EG-04)



Monex Group @ AWS Summit Tokyo 2014

この資料は本日の講演、アマゾンクラウドセミナー向けに作
成したものであり、金融商品取引等を勧誘する目的ではなく、
記載の正確性についてはマネックス証券が保証するものでは
ありません。また無断での転載を禁止させていただきます。

セミナーに関するご留意事項

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号 
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人 日本投資顧問業協会 





スタートアップ on AWS



エンタープライズ on AWS



パブリックセクター on AWS



Private 
University

Research 
Institute

National 
University

National Institute 
of Informatics

SINETとAWSクラウドを直結



Thank you
Enjoy the rest of the day




